
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
三
号

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

内
閣
は
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
八
条
第
二
項
、

第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
公
益
物
件
の
構
造
等
の
基
準
）

第
一
条
　
共
同

こ
う溝

に
敷
設
す
る
公
益
物
件
の
構
造
は
、
落
下
、
荷
重
、
火
災
、
漏
電
、
漏
水
、
ガ
ス
漏
れ
等
に
よ
り

当
該
共
同
溝
及
び
当
該
共
同
溝
に
敷
設
さ
れ
る
他
の
公
益
物
件
の
構
造
又
は
管
理
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
共
同
溝
に
公
益
物
件
を
敷
設
す
る
場
合
に
お
け
る
敷
設
の
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
共
同
溝
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
他
の
公
益
物
件
の
保
持
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

二
　
共
同
溝
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を
あ
け
て
お
く
と
き
は
、
当
該
箇
所
に
さ
く
を
設
け
、
夜
間
は
赤
色
灯
又
は

黄
色
灯
を
つ
け
、
そ
の
他
道
路
の
交
通
の
危
険
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
　
材
料
、
器
具
等
を
共
同
溝
に
搬
入
す
る
時
期
は
、
道
路
の
交
通
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
時
期
と
す
る

こ
と
。

（
建
設
費
の
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
）

第
二
条
　
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
負
担
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。

一
　
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
が
当
該
共
同
溝
に
敷
設
し
よ
う
と
す
る
公
益
物
件
を
当
該
共
同
溝
が
建
設
さ
れ
る
道

路
の
車
道
の
地
下
に
設
置
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
必
要
と
な
る
当
該
公
益
物
件
（
当
該
共
同
溝
が
建

設
さ
れ
る
道
路
の
地
下
に
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
埋
設
又
は
当
該
公
益
物
件
の
改
築
若
し

く
は
修
繕
の
た
め
に
行
な
う
道
路
の
掘
さ
く
及
び
埋
戻
し
に
要
す
る
費
用
、
道
路
の
占
用
料
そ
の
他
当
該
公
益

物
件
の
設
置
に
関
し
必
要
な
費
用
の
う
ち
当
該
公
益
物
件
を
当
該
共
同
溝
に
敷
設
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
節
減
さ

れ
る
費
用
の
額
（
当
該
公
益
物
件
を
当
該
共
同
溝
に
敷
設
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
新
た
に
必
要
と
な
る
費
用
（
法

第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
を
除
く
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
を
控
除
し
た
額
。
以
下

「
節
減
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
附
録
の
式
に
よ
つ
て
算
出
し
た
額
（
以
下
「
推
定
投
資
額
」
と
い
う
。
）

二
　
共
同
溝
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
照
明
設
備
そ
の
他
の
附
帯
設
備
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の
額
に
、
道

路
管
理
者
が
当
該
占
用
予
定
者
の
意
見
を
き
き
、
か
つ
、
当
該
占
用
予
定
者
の
当
該
附
帯
設
備
の
利
用
度
を
勘

案
し
て
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

（
建
設
費
の
負
担
に
係
る
費
用
の
範
囲
）

第
三
条
　
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
同
溝
の
建
設
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
は
、
共
同
溝
の
建
設
の
た
め
に

直
接
必
要
な
本
工
事
費
、
附
帯
工
事
費
、
測
量
及
び
試
験
費
、
補
償
費
、
機
械
器
具
費
、
営
繕
費
、
工
事
雑
費
並

び
に
事
務
費
と
す
る
。

（
負
担
金
の
納
付
の
方
法
及
び
期
限
等
）

第
四
条
　
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
は
、
毎
年
度
、
道
路
管
理
者
が
当
該
年
度
の
事
業
計
画
に
応
じ
て
定
め
る
額
の
法

第
二
十
条
第
一
項
の
負
担
金
を
、
道
路
管
理
者
が
当
該
年
度
の
資
金
計
画
に
基
づ
い
て
定
め
る
期
限
ま
で
に
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
道
路
管
理
者
は
、
共
同
溝
の
建
設
を
完
了
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
共
同
溝
の
占
用
予

定
者
が
納
付
し
た
法
第
二
十
条
第
一
項
の
負
担
金
に
つ
い
て
精
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
費
用
の
負
担
に
係
る
費
用
の
範
囲
）

第
五
条
　
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
費
用
の
範
囲
は
、
共
同
溝
の
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復

旧
そ
の
他
の
管
理
の
た
め
に
直
接
必
要
な
本
工
事
費
、
附
帯
工
事
費
、
測
量
及
び
試
験
費
、
補
償
費
、
機
械
器
具

費
、
営
繕
費
、
工
事
雑
費
並
び
に
事
務
費
と
す
る
。

（
管
理
費
用
の
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
）

第
六
条
　
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
の
額
は
、
当
該
共
同
溝
（
附
帯
設
備
を
除
く
。
）
の
改
築
、
維

持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の
額
に
当
該
共
同
溝
（
附
帯
設
備
を
除
く
。
）
の
建
設
に

要
し
た
費
用
の
額
に
対
す
る
当
該
共
同
溝
を
占
用
す
る
者
に
係
る
推
定
投
資
額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
当

該
共
同
溝
の
附
帯
設
備
の
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の
額
に
当
該
共
同
溝

を
占
用
す
る
者
に
係
る
第
二
条
第
二
号
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

２
　
道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
同
項
の
割
合
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
公
平

を
欠
く
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
共
同
溝
を
占
用
す
る
者
の
意
見
を
き
き
、
別
に
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基

づ
く
負
担
金
の
額
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
の
補
助
に
係
る
費
用
の
範
囲
）

第
七
条
　
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
同
溝
の
建
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
は
、
共
同
溝
の
建

設
又
は
改
築
の
た
め
に
直
接
必
要
な
本
工
事
費
、
附
帯
工
事
費
、
測
量
及
び
試
験
費
、
補
償
費
並
び
に
機
械
器
具

費
と
す
る
。

（
国
の
補
助
額
）

第
八
条
　
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
共
同
溝
の
建
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費

用
に
関
す
る
補
助
金
の
額
は
、
当
該
共
同
溝
に
係
る
前
条
に
定
め
る
建
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら
法

第
二
十
条
第
一
項
又
は
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
又
は
当
該
共
同
溝
を
占
用
す

る
者
が
負
担
す
べ
き
費
用
を
除
い
た
額
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
五
十
八
条
か
ら
第
六

十
二
条
ま
で
又
は
地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
収
入
金
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
除
い
た
額
か
ら
収
入
金
を
控
除
し
た

額
）
に
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
定
め
る
補
助
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
九
条
　
法
及
び
こ
の
政
令
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
整
備
局
長
及
び
北

海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
期
間
等
）

２
　
法
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
（
二
年
の
据
置
期
間
を
含
む
。
）
と
す
る
。

３
　
前
項
に
規
定
す
る
期
間
は
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備

の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
準
用
さ
れ
る
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
の
決
定
（
以
下
「
貸
付
決
定
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
当
該
貸
付
決
定
に

係
る
法
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
（
以
下
「
国
の
貸
付
金
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
完
了
し
た
日
（
そ

の
日
が
当
該
貸
付
決
定
が
あ
つ
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
の
前
日
以
後
の
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
年
度
の

末
日
の
前
々
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
。

４
　
国
の
貸
付
金
の
償
還
は
、
均
等
年
賦
償
還
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

５
　
国
は
、
国
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
国
の
貸
付
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
前

三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
法
附
則
第
六
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
を

行
つ
た
場
合
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
三
月
二
九
日
政
令
第
五
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
六
月
二
九
日
政
令
第
二
〇
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
三
月
一
五
日
政
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
九
月
四
日
政
令
第
二
九
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
二
月
八
日
政
令
第
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
六
月
一
日
政
令
第
二
〇
三
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
施
行
日
（
平
成
十
七
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
政
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
国
の
直
轄
事
業
に
係
る
都
道
府
県
等
の
維
持
管
理
負
担
金
の
廃
止
等
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
が
次
に
掲
げ
る
契
約
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る

同
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
負
担
、
平
成
二
十
一
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に

基
づ
き
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
」
と
あ
り
、
同
条
第
一
号
中

「
負
担
及
び
平
成
二
十
一
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
平
成
二
十
二
年
度
に
支
出
す
べ
き

も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
」
及
び
「
負
担
、
平
成
二
十
二
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
平
成
二
十
三
年

度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
国
の
負
担
」
と
あ
り
、
同
条
第
二
号
中
「
負
担
及
び
平
成
二
十
一

年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ

た
国
の
負
担
」
と
あ
り
、
並
び
に
同
条
第
三
号
中
「
負
担
及
び
平
成
二
十
二
年
度
以
前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担

行
為
に
基
づ
き
平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
年
度
に
支
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
」
と
あ
る
の
は
、
「
負

担
」
と
す
る
。

一
　
一
般
国
道
の
新
設
、
改
築
及
び
災
害
復
旧
以
外
の
管
理
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
当
該
一
般
国
道
の
管
理
に

係
る
事
務
又
は
事
業
で
相
互
に
関
連
す
る
も
の
を
一
括
し
て
委
託
す
る
契
約

第
四
条
　
第
三
条
、
第
五
条
、
第
八
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ

る
政
令
の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
年
度
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
に
つ
い
て
適
用
し
、
平

成
二
十
一
年
度
以
前
の
年
度
の
歳
出
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
で
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
年
度
に
繰
り

越
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
及
び
二
　
略

三
　
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
七
条
及
び
第
八
条

付
録
（
第
二
条
関
係
）
　

    

付
録
（
第
二
条
関
係
） 

  
 

 
 
A
=
∑

ai
1

(1
+
r )
i

n

i=
0

 

 

A
は
、
推
定
投
資
額 

ai
は
、
当
該
共
同
溝
に
係
る
共
同
溝
整
備
計
画
に
定
め
る
当
該
共
同
溝
の
建
設
工
事

完
了
予
定
時
期
の
属
す
る
年
度
以
降
i
年
目
の
年
度
に
お
け
る
節
減
額 

n
は
、
七
十
五 

r
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
年
利
率 
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